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はじめに 〜大沢小学校の紹介〜

・本校は創立１２０年を越える歴史ある学校。

・校舎は３棟あり、３階建て。校庭も広い。

・令和７年度の全校児童数は７１７名。

・令和７年度の１・３学年は３学級。その他の学年は４学級。

・支援級は８学級。在籍４８名。

・JR橋本駅よりバスで約２０分南下した所。

・相模原市緑区にあり、自然豊かな景色が広がっている。

・学区が広く、４．５０分かけて登下校する児童もいる。



【強み】

・素直な児童が多い。

・取り組むべきことは、しっかりと取り組む児童が多い。

【弱み（全国や本市平均比較して）】

・登校渋り・不登校児童が多かった。(令和５年度まで）

・体力合計点が低い。（市内学校の中では、高め）

・スクリーンタイム４時間以上の割合が高い。

・１週間の総運動時間６０分未満の割合が高い。

 ※特に女子が顕著である。（令和６年度データ）

はじめに 〜本校の児童実態〜

★児童それぞれの友達関係が希薄（コロナ・広範囲である学区が影響か）



「児童同士の関わりを広げ、深めていきたい！」

→「人の役に立った」「人から感謝された、認められた」といった自己有用感

 研究主題「仲間との関わりを通して自己有用感を高め、
 　　　　　　　　　　　 　　　主体的に学び続ける児童の育成」

関わりを広げる、深めることで、自ら体を動かして運動する・

遊ぶ児童を増やし、結果体力の向上が見られる。

また、他教科でも主体的に学び続ける児童を育成する！

研究構想 〜研究主題・主題設定の理由〜

体育の教科としての特性

としても大変適している！



 　研究構想 

〜研究構想図〜



研究組織と主な取組 〜研究組織図〜

※体育を指導しない

　職員で構成

※体育を指導しない

　職員で構成

４・５・６年生（４学級）　２名が２学級ずつ指導

     3年生（３学級）  １名が３学級を指導

　 １・２年生・支援級  各担任が指導



一輪車・竹馬

フラフープ・缶ぽっくり等

用具の拡充・整備 ビンゴカードと表彰式

「友達７人以上」等

友達と関わる項目が！
「先生に勝てるかな？」

校舎内に掲示物！

研究組織と主な取組 〜外遊びの活性化〜

職員への外遊びの啓発



データ分析班が集計したデータ「睡

眠時間」「朝食」「スクリーンタイム」

等の見直し。学年の実態に合わせて

データの掲載や資料の作成。

定期的な保護者への啓発について

は、来週より実施予定。

懇談会資料（４学年の例）

 　　研究組織と主な取組 

 　 〜基本的な生活習慣〜

懇談会で保護者と懇談



研究組織と主な取組 〜授業改善〜

学年や学年団、全体で！

実技を通して教材分析

指導主事を招聘！

授業・指導案検討

他校職員も一緒に！

公開授業・研究協議

各学年

年１回



児童から出てきた動きを 例示し、「選択できる」ように

校庭でも視覚的な工夫ができるように

「掲示ボードの制作」

ルールや単元・

本時のめあて

 　児童からの

 「ふわふわ言葉」

動きが広がるような

コートの工夫・提示
洗濯ネットに新聞紙を

詰め込んだ手作りボール

具体的な取組の様子 〜令和５年度 中学年「タグラグビー」の授業〜

みんなが安全で楽しめる用具や場、ルール等の工夫



「アニマルランド」という世界観の設定

くものすにとらわれるなの場

「片足や両足で連続して跳ぶ」

ウッキッキーの場

「助走をつけて片足で

踏み切り上方に跳ぶ」

具体的な取組の様子 〜令和５年度 低学年「跳の運動遊び」の授業〜

みんなが安全で楽しめる用具や場、ルール等の工夫



１チーム４人の少人数化

教師の指導性を意識した授業改善

ICT機器で個人のめあてを振り返り、

味方と振り返りを共有

意図があるコート・単元計画

単元前半は「ボール操作」、

後半は「ボールを持たないと

きの動き」をねらって計画！

チャンスゾーン チャンスゾーン

チャンスゾーン チャンスゾーン 中学校で扱う「競技」を見据えながらも、「簡易化されたゲーム」で何を
身に付けさせるかを大切に！

具体的な取組の様子 〜令和6年度 高学年「サッカー」の授業〜



１年生_R６_６月

１年生_R７_１月

１年生_R６_１月

2年生_R6_6月

2年生_R７_1月

2年生_R６_１月

3年生_R6_6月

３年生_R７_１月

3年生_R６_1月

4年生_R6_6月

4年生_R７_１月

4年生_R6_１月

5年生_R6_6月

５年生_R7_１月

５年生_R６_１月

６年生_R６_6月

６年生_R7_１月

研究の成果 「休み時間に、外で運動（遊び）をしていますか。（アンケート）」



１年生_R７_１月

１年生_R６_１月

2年生_R７_1月

2年生_R６_１月

３年生_R７_１月

3年生_R６_1月

4年生_R７_１月

4年生_R6_１月

５年生_R7_１月

５年生_R６_１月

６年生_R7_１月

研究の成果 「体育の授業で、友達にほめられたり、感謝されたりするなどして、うれ

しい気持ちになることがありますか。（アンケート）」



・２年間継続的に体育の授業改善に取り組んできたことで、用具が充実し、整備され

てきた。また、日々の授業でも、教材分析の仕方が少しずつ理解できたことで、児童

の「やりたい！」という気持ち、児童同士の関係性を生ませることができたと思う。

研究の成果 〜令和６年度 職員の振り返り（抜粋）〜

・各グループの取組はもちろん、児童会を中心に推進しているふわふわ言葉の体育

での活用、委員会主体のイベント、運動会での他学年・保護者参加型表現…渋り・

不登校児童も市の平均を下回るなど、友達同士が関わり、活気が溢れてきた。

・外遊びの活性化グループで検討し、準備する時間があったことで、「遊びのバリエ

ーションの豊富さ」が生まれた。それがあったことで、いろいろな友達と遊ぶことにも

つながっていた。



◯自己有用感が高まってきた

◯いろいろな児童同士が関わり↑

  　　　　　 学校全体に活気↑

◯外へ遊びに行く児童が増えた

２つのグラフ、職員の振り返りから
研究の成果（まとめ） 



今後の展望

ほとんど運動しない（外で遊ばない）

児童へのアプローチ

生活習慣改善に向けて、定期的

な保護者・児童への具体的取組

授業改善・授業力向上に向けて、

授業検討の日常化・その時間の確保

等

おわりに

引き続き、「仲間との関わりを通して自

己有用感を高め、主体的に学び続ける

児童の育成」を目指し、校内研究の３つ

の柱を中心に推進していきます。

児童が主体的に運動（遊び）・学習に取

り組むために、各職員が主体的に学び

続け、学校全体で努めていきます。


